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   Ｆ０１Ｎ   3/34    ＺＡＢＦ
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   Ｆ０１Ｎ   3/24    　　　Ｃ
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   Ｆ０１Ｎ   3/30    　　　Ｃ
【記】別紙のとおり
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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】排気ガス浄化機能を有するエンジンにおいて、
下流側触媒が内燃機関から離れて配置されている場合で
あっても、酸化作用の低下が抑制されるエンジンを提供
する。
【解決手段】排気ガス浄化機能を有するエンジンにおい
て、内燃機関に接続される排気管２０は、上流側触媒５
０を収容する上流側触媒収容部２２と、下流側触媒５１
を収容する下流側触媒収容部２５とを有し、排気ガスに
二次空気を供給する二次空気供給管５２は、上流側触媒
収容部２２における上流側触媒５０より下流側に接続す
る。上流側触媒収容部２２は、上流側触媒５０の下流側
の端部から上流側触媒収容部２２と二次空気供給管５２
との接続部まで延伸し一体形成される、少なくとも一つ
の壁部材を備える。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
  排気ガス浄化機能を有するエンジンであって、
  前記エンジンの内燃機関の排気ポートに接続され、上流側に配置される上流側触媒を収
容する上流側触媒収容部と、前記上流側触媒より下流側に配置される下流側触媒を収容す
る下流側触媒収容部とを有する排気管と、
  前記排気管内を流通する排気ガスに二次空気を供給する二次空気供給管と、を備え、
  前記二次空気供給管は、前記上流側触媒収容部における前記上流側触媒より下流側の位
置に接続され、
  前記上流側触媒収容部は、少なくとも前記上流側触媒の下流側の端部から該上流側触媒
収容部と前記二次空気供給管との接続部まで延伸し一体形成される、少なくとも一つの壁
部材を備える、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項２】
  請求項１に記載のエンジンにおいて、
  前記上流側触媒収容部と前記下流側触媒収容部は、前記排気管を構成する配管により連
結され、
  前記上流側触媒収容部は、前記配管より断面積が大きく形成され且つ内側に前記上流側
触媒を支持する胴部と、該胴部の下流側の端部に連接され下流に向かうに従い断面積が小
さくなるテーパ部とを含んで構成され、前記二次空気供給管から二次空気を導入する開口
を有し、
  前記開口の縁の少なくとも一部は前記テーパ部に設けられる、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項３】
  請求項１又は２に記載のエンジンにおいて、
  前記上流側触媒収容部の前記壁部材は、第１の壁部材と第２の壁部材とを含み、
  前記開口の縁は、前記第１の壁部材から前記第２の壁部材に亘って形成され、
  前記第１の壁部材における前記開口を形成している縁及び前記第２の壁部材における前
記開口を形成している縁には、前記上流側触媒収容部の側方に向かって立ち上がる立上部
が形成され、
  前記二次空気供給管は、該二次空気供給管の端部と前記立上部とが接合されて、前記上
流側触媒収容部に接続される、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項４】
  請求項１又は２に記載のエンジンにおいて、
  前記上流側触媒収容部の前記壁部材は、互いの縁において接合する第１の壁部材と第２
の壁部材とを含んで構成され、
  前記第１の壁部材と前記第２の壁部材の接合縁は、排気ガスの流通方向に沿って延伸し
ている、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項５】
  請求項１又は２に記載のエンジンにおいて、
  排気ガスの排気音を消音する消音器をさらに備え、
  前記消音器は前記下流側触媒収容部を収容する、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項６】
  請求項１又は２に記載のエンジンにおいて、
  前記上流側触媒収容部は、該上流側触媒収容部の内周面と前記上流側触媒の側部とを離
間して、該上流側触媒収容部の内側にて前記上流側触媒を支持する支持部材を備える、
  ことを特徴とするエンジン。
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【請求項７】
  請求項６に記載のエンジンにおいて、
  前記支持部材は中空の形状を有し、
  前記上流側触媒は前記支持部材内に嵌められ、該上流側触媒の側部に該支持部材の端部
が当接されて、該支持部材内にて支持され、
  前記支持部材は、該支持部材の前記端部に連なり前記上流側触媒の側部から離間する胴
部を有し、
  前記支持部材は、該支持部材の前記胴部の外周面が前記上流側触媒収容部の内周面に当
接されて、該上流側触媒収容部内にて支持される、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項８】
  請求項６に記載のエンジンにおいて、
  前記支持部材は、前記上流側触媒の側部を全周に亘って覆う胴部を有し、該胴部の全外
周が前記上流側触媒収容部の内周面に圧接されて、前記上流側触媒収容部内にて支持され
る、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項９】
  請求項６に記載のエンジンにおいて、
  前記上流側触媒の上流側及び下流側の端部のうちいずれか一方は支持部材に接合され、
他方は前記支持部材から独立して伸長可能である、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項１０】
  請求項９に記載のエンジンにおいて、
  前記他方は前記支持部材に当接している、
  ことを特徴とするエンジン。
【請求項１１】
  請求項１又は２に記載のエンジンを搭載した鞍乗型車両であって、
  前記上流側触媒収容部は、前記内燃機関より車両進行方向前方に配置され、該上流側触
媒収容部の側方及び前方は車両のレッグシールドに覆われる、
  ことを特徴とする鞍乗型車両。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本考案は、排気ガスを触媒に流通させて浄化する排気ガス浄化機能を有するエンジン及
び車両に関し、特に排気管内に複数の触媒を有し、排気ガスに二次空気を供給する技術に
関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来、エンジンの内燃機関の排気ポートに接続される排気管内の排気上流側に主として
還元作用をなす上流側触媒を配置するとともに、その下流側に主として酸化作用をなす下
流側触媒を配置し、当該上流側触媒と下流側触媒との間に二次空気供給管を接続し、排気
ガス浄化機能を有するエンジンがある（例えば、特許文献１）。このようなエンジンでは
、一般に、排気管内の上流側触媒と下流側触媒の双方がより内燃機関に近い位置に配置さ
れることがその浄化機能を高める上で利点となる。すなわち、排気ガスは排気管内を流通
する過程で、その温度が低下していく。したがって、内燃機関から排出された直後の高温
の排気ガスが上流側触媒及び下流側触媒の双方を流通することにより、触媒の温度がより
早くその活性化温度に達するようになり、触媒の酸化作用又は還元作用が向上する。
【特許文献１】実用新案登録第２５０４００８号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
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【０００３】
  しかしながら、車両のレイアウト上、上流側触媒と下流側触媒の双方を内燃機関から近
い位置に配置するのが困難な場合がある。例えば、上流側触媒については、内燃機関から
の距離が近くなるように排気管の上流側に配置し、下流側触媒については内燃機関やトラ
ンスミッションなどの装置との干渉を避けるために、内燃機関から離れた排気管の下流側
に配置する場合がある。このようなエンジンでは、下流側触媒が内燃機関から遠い位置に
配置されているため、下流側触媒に達する前に排気ガスの温度が下がり、該下流側触媒に
よる酸化作用が低下するという問題があった。
【０００４】
  本考案は、上記課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、上流側触媒と下流側
触媒がそれぞれ離れて配置されている場合であっても、酸化作用の低下が抑制されるエン
ジン及び車両を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
  上記課題を解決するために、本考案に係るエンジンは、排気ガス浄化機能を有するエン
ジンであって、前記エンジンの内燃機関の排気ポートに接続され、上流側に配置される上
流側触媒を収容する上流側触媒収容部と、前記上流側触媒より下流側に配置される下流側
触媒を収容する下流側触媒収容部とを有する排気管と、前記排気管内を流通する排気ガス
に二次空気を供給する二次空気供給管と、を備え、前記二次空気供給管は、前記上流側触
媒収容部における前記上流側触媒より下流側の位置に接続され、前記上流側触媒収容部は
、少なくとも前記上流側触媒の下流側の端部から該上流側触媒収容部と前記二次空気供給
管との接続部まで延伸し一体形成される、少なくとも一つの壁部材を備えることを特徴と
する。
【０００６】
  本考案によれば、二次空気がそれより下流方向に流れるだけでなく、主に還元作用をな
している上流側触媒にも僅かに流れる。すなわち、本考案では、上流側触媒を収容する上
流側触媒収容部の壁部材が、上流側触媒の下流側の端部から該上流側触媒収容部と二次空
気供給管との接続部まで延伸し一体形成されているため、部材の接合部が上流側触媒収容
部内側に突出しておらず、二次空気供給管から流入する二次空気の逆流（排気上流側への
流通）を遮るものがない。そのため、二次空気は僅かに上流側触媒にも流れ、上流側触媒
においても僅かに酸化作用がなされる。そして、本来下流側触媒でなされている酸化作用
を上流側触媒において補助することがき、下流側触媒が内燃機関より離れた位置に配置さ
れている場合でも、エンジンの酸化作用の低減を抑制することができる。
【０００７】
  なお、壁部材が上流側触媒の下流側の端部から該上流側触媒収容部と二次空気供給管と
の接続部まで延伸し一体形成されているとは、壁部材が排気ガスの流通方向について一体
的に形成されており、その流通方向に交差する部材間の接合縁がないことを意味している
。
【０００８】
  また、本考案の一態様では、前記上流側触媒収容部と前記下流側触媒収容部は前記排気
管を構成する配管により連結され、前記上流側触媒収容部は、前記配管より断面積が大き
く形成され且つ内側に前記上流側触媒を支持する胴部と、該胴部の下流側の端部に連接さ
れ下流に向かうに従い断面積が小さくなるテーパ部とを含んで構成され、前記二次空気供
給管から二次空気を導入する開口を有し、前記開口の縁の少なくとも一部は前記テーパ部
に設けられることを特徴とする。この態様では、テーパ部の内側では排気ガスの流通断面
積が、下流側に向かうにつれて小さくなっている。したがって、テーパ部の内側の流通断
面積は、テーパ部の下流端部に連なる配管の流通断面積より大きい。そのため、テーパ部
内側の気体の圧力は、テーパ部の下流端部に連なる配管の圧力より僅かに小さくなってい
る。したがって、この態様によれば、二次空気が排気管内に流入する開口の少なくとも一
部がテーパ部に設けられているため、二次空気はより上流側触媒側へ流れやすくなってい
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る。
【０００９】
  また、本考案の一態様では、前記上流側触媒収容部の前記壁部材は、第１の壁部材と第
２の壁部材とを含み、前記開口の縁は、前記第１の壁部材から前記第２の壁部材に亘って
形成され、前記第１の壁部材における前記開口を形成している縁及び前記第２の壁部材に
おける前記開口を形成している縁には、前記上流側触媒収容部の側方に向かって立ち上が
る立上部が形成され、前記二次空気供給管は、該二次空気供給管の端部と前記立上部とが
接合されて、前記上流側触媒収容部に接続されることを特徴とする。
【００１０】
  この態様によれば、開口の縁が前記第１の壁部材から前記第２の壁部材に亘って形成さ
れ、各壁部材に立上部が形成されているため、一つの壁部材を内側から押し出して開口を
形成し、その縁部に立上部を形成する場合に比べ、高い立上部を形成することができる。
そして、その高い立上部に二次空気供給管を接合するので、二次空気供給管の支持強度を
増すことができる。
【００１１】
  また、本考案の一態様では、前記上流側触媒収容部の前記壁部材は、互いの縁において
接合する第１の壁部材と第２の壁部材とを含んで構成され、前記第１の壁部材と前記第２
の壁部材の接合縁は、排気ガスの流通方向に沿って延伸していることを特徴とする。この
態様では、壁部材の接合縁が排気ガスの流通方向に沿って延伸しているので、排気ガスの
流通を妨げる突条部が上流側触媒収容部の内壁に形成されにくく、排気ガスの排気下流側
への流通及び上流側触媒側への流通をより円滑にすることができる。
【００１２】
  また、本考案の一態様では、排気ガスの排気音を消音する消音器をさらに備え、前記消
音器は前記下流側触媒収容部を収容することを特徴とする。下流側触媒には排気管内を流
通する過程で温度が低下した排気ガスが流通するので、下流側触媒が活性化温度に達する
のに多くの時間が必要とされる。しかし、この態様によれば、下流側触媒を消音器内の排
気ガスで昇温することができるので、より早く下流側触媒を活性化温度にまで昇温するこ
とができる。
【００１３】
  また、本考案の一態様では、前記上流側触媒収容部は、該上流側触媒収容部の内周面と
前記上流側触媒の側部とを離間して、該上流側触媒収容部の内側にて前記上流側触媒を支
持する支持部材を備えることを特徴とする。この態様では、支持部材により、上流側触媒
が、上流側触媒収容部の内周面から離間してその内側にて支持されている。そのため、上
流側触媒の活性化により生じる熱の上流側触媒収容部への伝達が抑制され、上流側触媒の
遮熱性が向上されている。
【００１４】
  また、本考案の一態様では、前記支持部材は中空の形状を有し、前記上流側触媒は前記
支持部材内に嵌められ該上流側触媒の側部に該支持部材の端部が当接されて、該支持部材
内にて支持され、前記支持部材は、該支持部材の前記端部に連なり前記上流側触媒の側部
から離間する胴部を有し、前記支持部材は、該支持部材の前記胴部の外周面が前記上流側
触媒収容部の内周面に当接されて、該上流側触媒収容部内にて支持されることを特徴とす
る。この態様によれば、支持部材の胴部が上流側触媒の側部から離間しているため、上流
側触媒の活性化により生じる熱の上流側触媒収容部への伝達が抑制され、上流側触媒の遮
熱性が向上される。
【００１５】
  また、本考案の一態様では、前記支持部材は、前記上流側触媒の側部を全周に亘って覆
う胴部を有し、該胴部の全外周が前記上流側触媒収容部の内周面に圧接されて、前記上流
側触媒収容部内にて支持されることを特徴とする。この態様によれば、上流側触媒の外側
に排気ガスが流通する隙間がなくなり、排気ガスはすべて上流側触媒内部を流通するので
、排気ガスの浄化機能を向上させることができる。
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【００１６】
  また、本考案の一態様では、前記上流側触媒の上流側及び下流側の端部のうちいずれか
一方は支持部材に接合され、他方は前記支持部材から独立して伸長可能であることを特徴
とする。この態様によれば、上流側触媒が熱膨張する場合に、該上流側触媒が支持部材か
ら独立して伸長することができ、支持部材と上流側触媒との接合部に熱膨張による外力が
加わらないので、上流側触媒収容部内における上流側触媒の支持強度を増すことができる
。なお、上流側触媒の他方の端部が支持部材から独立して伸長可能であるとは、上流側触
媒が、支持部材に接合している端部から他方の端部に向かって支持部材とは異なる熱膨張
率で伸長できることを意味している。なお、この形態では、上流側触媒の他方の端部が支
持部材に当接していても又は支持部材から離間していても、支持部材から独立して伸長可
能にすることができる。
【００１７】
  また、本考案の一態様によれば、前記他方は前記支持部材に当接していることを特徴と
する。この態様では、上流側触媒は、一端部において支持部材に接合されるとともに、他
端部において伸長可能に且つ支持部材に当接されているので、上流側触媒収容部内での上
流側触媒の支持強度をより増すことができる。
【００１８】
  また、本考案に係る鞍乗型車両は、上記エンジンを搭載した鞍乗型車両であって、前記
上流側触媒収容部は、前記内燃機関より車両進行方向前方に配置され、該上流側触媒収容
部の側方及び前方は車両のレッグシールドに覆われることを特徴とする。この考案によれ
ば、上流側触媒収容部が、その前方及び側方をレッグシールドによって覆われるので、走
行風や水など、外部からの上流側触媒の温度低下の要因を低減することができ、上流側触
媒の活性化温度の維持が容易となる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１９】
  以下、本考案の一実施形態について図面に基づいて説明する。
【００２０】
  図１乃至図５は、本考案の一実施形態に係る排気ガス浄化機能を有するエンジンを説明
するための図である。図１は本考案に係る鞍乗型車両の一形態である自動二輪車の外観側
面図、図２は当該自動二輪車の正面図、図３は本考案の一実施形態に係るエンジンのうち
排気ガスの浄化機能を有する装置（以下において、排気ガス浄化装置という）を中心に示
す斜視図、図４は該排気ガス浄化装置を構成する上流側触媒収容部の平面図、図５は図４
のV－V線断面図である。
【００２１】
  図１及び図２において、自動二輪車１の車体フレーム３はメインフレーム３ａを有して
いる。メインフレーム３ａは車体の前側にて、車体の前方（同図においてＦｒが示す方向
）から斜め下方に向けて延設されており、その前端部にはヘッドパイプ（不図示）が設け
られている。ヘッドパイプは回動自在にフロントフォーク５を軸支している。フロントフ
ォーク５の上端部には車幅方向に延設されるハンドル９が取り付けられており、ハンドル
９の左右の両端にはグリップ７が取り付けられている。フロントフォーク５の下端部には
前車輪１１が軸支されている。フロントフォーク５には前車輪１１を上方から覆うように
してフロントフェンダ１０が支持されている。
【００２２】
  メインフレーム３ａの中途部には、車両進行方向後方斜め上方に向けて延設されるシー
トレール３ｂが接続されている。シートレール３ｂの上方にはシート１３が配置されてい
る。メインフレーム３ａの後端部にはバックステー３ｃが接続されており、バックステー
３ｃはその接続部分から車両進行方向後方斜め上方に向けて延設されて、その後端部にお
いてシートレール３ｂに接続している。
【００２３】
  また、メインフレーム３ａの後端部には、リヤアームブラケット３ｄが接続されている
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。メインフレーム３ａの後部下方にはエンジン１５が配置されており、エンジン１５はメ
インフレーム３ａの２箇所の中途部にて懸架されるとともに、リヤアームブラケット３ｄ
に支持されている。リヤアームブラケット３ｄにはリヤアーム１７の一端部がピボット軸
４にて取り付けられている。リヤアーム１７の他端部には後車輪１９が軸支されており、
リヤアーム１７はピボット軸４を支点として後車輪１９とともに上下に揺動可能となって
いる。リヤアーム１７の中途部にはリヤサスペンション１８の一端が取り付けられており
、その他端はシートレール３ｂに取り付けられている。
【００２４】
  エンジン１５は単気筒４サイクルエンジンであり、エンジン１５の内燃機関１５ａが斜
め前方に傾斜する姿勢で配置されている。エンジン１５の下部にはクランクケース１５ｂ
が配置されている。内燃機関１５ａの排気ポート１５ｃには、該内燃機関１５ａの駆動に
より排出される排気ガスが流通する排気管２０が接続されている。排気管２０は排気ポー
ト１５ｃから車両進行方向前方に向けて突設されて、下方に向けて曲がり、エンジン１５
のクランクケース１５ｂの下方を通って、車両の後方に延設されている。消音器３０は排
気管２０の下流側を収容しており（図３参照）、後車輪１９の側方に配置されている。排
気管２０の排気上流側には主として還元作用をなす上流側触媒５０が配置されている。排
気管２０における上流側触媒５０を収容する触媒収容部２２（以下において上流側触媒収
容部とする、図３参照）は、内燃機関１５ａの前方に位置するように配置されている。
【００２５】
  車体カバー６の前部下方にはレッグシールド８が設けられている。レッグシールド８は
、車両の進行方向前方に開口８ａを有する正面視略矩形であり、前方に向かうにしたがっ
て車幅方向内側に絞り込まれた形状を有している。排気管２０の上流側触媒収容部２２は
、このレッグシールド８によって、その側面及び正面が覆われている。そのため、上流側
触媒の発熱によってその外部の塗装が変色した場合でも外観が悪化しないようになってい
る。また、走行時に水などが上流側触媒収容部２２に付着せず、活性化温度の維持が容易
になっている。なお、図２において、レッグシールド８が前方に向かうにしたがって車幅
方向内側に絞り込まれた形状を有するために生じる稜線８ｂ、８ｃが示されている。
【００２６】
  内燃機関１５ａの上方には、ラジエータ１２が配置されており、エンジン１５内を流通
する冷却水を走行風によって冷却している。ラジエータ１２の下方には、冷却水通路を流
通する冷却水の量を温度に応じて調整するリザーバタンク１２ａが配置されている。リザ
ーバタンク１２ａとラジエータ１２は給排パイプ１２ｂを介して連通している。
【００２７】
  図３に示すように、排気管２０は、上流側触媒収容部２２と下流側触媒収容部２５とを
含んで構成されている。上述したように上流側触媒収容部２２は主として還元作用をなす
上流側触媒５０を収容しており、下流側触媒収容部２５は主として酸化作用をなす下流側
触媒５１を収容している。なお、下流側触媒収容部２５及び該下流側触媒収容部２５より
下流側の排気管２０は消音器３０に収容されている。
【００２８】
  消音器３０内は、第１隔壁３１及び第２隔壁３２によって、車両進行方向前方から順に
１次膨張室３７、３次膨張室３９、２次膨張室３８に区画されている。排気管２０の下流
側の端部は、消音器３０の１次膨張室３７にて開口しており、排気ガスを１次膨張室３７
内へ排出している。１次膨張室３７と２次膨張室３８には、第１隔壁３１及び第２隔壁３
２の双方を貫通して１次膨張室３７から２次膨張室３８への排気ガスの流通を可能にする
配管３３が配設されている。また、２次膨張室３８と３次膨張室３９には、第２隔壁３２
を貫通して、２次膨張室３８から３次膨張室３９への排気ガスの流通を可能にする配管３
４が配設されている。さらに、３次膨張室３９にはテールパイプ３５が配設されており、
該テールパイプ３５は第２隔壁３２を貫通して、その端部が消音器３０の外側に向かって
開口している。
【００２９】
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  図４乃至図５に示すように、上流側触媒収容部２２は胴部２２ａを有する概略管状に形
成されており、該胴部２２ａの内側にハニカム状の上流側触媒５０が配置されている。排
気ガスの流通断面積において排気管２０の他の部分と上流側触媒５０の内部とが概ね等し
くなるように、胴部２２ａの内径は排気管２０の他の部分より大径に形成されている。ま
た、胴部２２ａは、上流側触媒５０を上流側触媒収容部２２内にて支持するために、支持
部材５３の側部に圧接される小径部２２ｂと、それより僅かに大径の大径部２２ｃとを有
している。なお、図５において排気ガスは同図αに示す方向に流通している。支持部材５
３による上流側触媒５０の支持構造については後において詳説する。
【００３０】
  上流側触媒収容部２２は、胴部２２ａに加え、胴部２２ａの下流側の端部に連接し下流
に向かって漸次内径が小さくなる下流側テーパ部２２ｄと、該下流側テーパ部２２ｄに連
接する管状の下流側管部２２ｅと、胴部２２ａの上流側の端部に連接し上流に向かって漸
次内径が小さくなる上流側テーパ部２２ｆとを有している。なお、下流側管部２２ｅは屈
曲して、その下流側の端部には、上流側触媒収容部２２と下流側触媒収容部２５とを連結
する配管部２３が接続されている。
【００３１】
  下流側管部２２ｅの上流側の端部には円状の開口２２ｇが設けられている。開口２２ｇ
の縁部のうち最上流側に位置する最上流部２２ｇ’は下流側テーパ部２２ｄの下流側端部
２２ｄ’より上流側に位置し、開口２２ｇは下流側管部２２ｅから下流側テーパ部２２ｄ
に亘って設けられている。開口２２ｇの縁部には、下流側管部２２ｅの側方に向かって垂
直に立ち上がる立上部２２ｈが形成されている。立上部２２ｈの内周面は二次空気供給管
５２の端部に接合しており、この二次空気供給管５２から上流側触媒収容部２２に二次空
気が流入するようになっている。そして、流入した二次空気の一部は上流側（同図βで示
す方向）へ逆流し、上流側触媒５０の酸化作用に用いられるようになっている。
【００３２】
  すなわち、上述したように上流側触媒５０における排気ガスの流通断面積は、排気管２
０の他の部分と概ね等しくなるように形成されている。一方、下流側テーパ部２２ｄの内
径はその下流側の端部２２ｄ’において配管部２３と概略同径となっているものの、該端
部２２ｄ’より上流側では配管部２３の内径より大径である。そのため、上流側触媒５０
を流通した排気ガスは下流側テーパ部２２ｄ内側の空間にて僅かに膨張し、その圧力は低
下する。そして、下流側テーパ部２２ｄ内側の圧力は配管部２３より僅かに低い圧力とな
っている。その結果、二次空気供給管５２から上流側触媒収容部２２に流入した二次空気
の一部は、上流側に逆流して、上流側触媒５０の下流側の端部での酸化作用に用いられる
。これにより、主として下流側触媒５１がなしている酸化作用を、上流側触媒５０におい
て補助することができ、排気ガス浄化装置６０の酸化作用の低下を抑制している。
【００３３】
  二次空気供給管５２は、開口２２ｇから上流側触媒収容部２２の側方に向かって延設さ
れ、屈曲部５２ａにて曲がった後、上流側触媒収容部２２と離間して平行に延設されてい
る。二次空気供給管５２の上流側の端部は、二次空気の排気管２０側への流通のみ許容し
、二次空気の逆方向への流通を抑止するリードバルブアッシ５６に接続している（図１及
び図２参照）。
【００３４】
  リードバルブアッシ５６は、逆止弁を備えており、二次空気の排気管２０への流入を許
容し、逆方向への流れを抑制している。リードバルブアッシ５６は、配管６３を介してエ
アクリーナ（不図示）に接続されており、エアクリーナを流通し浄化された二次空気を、
排気ガスに供給している。リードバルブアッシ５６とエアクリーナとを連結する配管６３
の側壁には開口が形成されており、その開口にはスロットルボディ６７の下部に取り付け
られた箱状のレゾネータ６５が接続されている。レゾネータ６５には排気管２０へ流入す
る二次空気の一部が配管６３から流入しており、二次空気の脈動により生じる空気の干渉
が抑制されて、空気騒音が低減されている。



(10) JP 3143322 U6 2008.9.11

10

20

30

40

50

【００３５】
  図４に示すように、上流側触媒収容部２２は、上流側の端部から下流側の端部に亘って
排気ガスの流通方向に延伸し、一体的に形成される第１の壁部材２２ｍ及び第２の壁部材
２２ｎとから構成されている。第１の壁部材２２ｍは、概略管状の上流側触媒収容部２２
を排気ガスの流通方向の中心線を含む面を境にして２分割した一方側であり、第２の壁部
材２２ｎは他方側である。上流側触媒収容部２２は第１の壁部材２２ｍの縁部と第２の壁
部材２２ｎの縁部を接合して構成され、第１の壁部材２２ｍと第２の壁部材２２ｎとの接
合縁２２ｐは排気ガスの流通方向と平行に延伸している。このように、第１の壁部材２２
ｍ及び第２の壁部材２２ｎがそれぞれ排気ガスの流通方向に延伸し一体形成されており、
接合縁２２ｐが排気ガスの流通方向に沿っているため、排気ガスの流通を妨げるような突
条部が上流側触媒収容部２２の内周面に突出しないようになっている。その結果、上述し
た二次空気の上流側触媒への流入が円滑になされるようになっている。
【００３６】
  第１の壁部材２２ｍの縁部及び第２の壁部材２２ｎの縁部には、予め互いに対向する位
置に平面視半円形に凹んだ縁が形成されている。各壁部材に形成されたこの縁には、上流
側触媒収容部２２の側方（排気ガスの流通方向に対して略垂直方向）向かって立ち上がる
立上部２２ｈが形成されている。そして、両壁部材の縁部が接合されて、上述した開口２
２ｇが、該開口２２ｇの中心点が第１の壁部材２２ｍと第２の壁部材２２ｎの接合縁２２
ｐ上に位置するように設けられている。このように、両壁部材に立上部２２ｈを形成して
おくことで、一つの壁部材を内側から押し出して形成する立上部より高い立上部を形成す
ることができ、二次空気供給管５２の支持強度を増すことができている。
【００３７】
  上流側触媒収容部２２の胴部２２ａの内側には、胴部５３ｃを有する円筒状の支持部材
５３が配置されている。上流側触媒５０は断面円形に形成されており、支持部材５３内部
に嵌め込まれている。支持部材５３は上流側及び下流側の端部５３ａ、５３ｂの全内周に
おいて上流側触媒５０の側部に当接し、胴部５３ｃは上流側触媒５０の側部から離間して
いる。これにより、胴部５３ｃと上流側触媒５０の側部との間に空気層ができ、上流側触
媒５０の遮熱性が向上されている。
【００３８】
  支持部材５３は上流側の端部５３ａにおいて上流側触媒５０の側部と溶接接合されてい
る。この接合部は上流側触媒収容部２２の大径部２２ｃの径方向内方に位置しており、こ
れにより接合部の溶接ビードが上流側触媒収容部２２の壁部材と干渉しないようになって
いる。上流側触媒５０の下流側の端部は支持部材５３に対して伸縮自在となっている。こ
のため、上流側触媒５０が熱膨張したときには、上流側触媒５０が下流側へ伸長し、支持
部材５３は変形しない。これにより、支持部材５３と上流側触媒５０との接合部に熱膨張
による外力が加わらないので、上流側触媒収容部２２内における上流側触媒５０の支持の
耐久性を増すことができている。また、上述したように、伸長する上流側触媒５０の下流
側の端部も、その側面において支持部材５３の端部５３ｂに当接しているので、上流側触
媒５０の支持強度は増している。
【００３９】
  また、支持部材５３は、その胴部５３ｃの全外周を上流側触媒収容部２２の胴部２２ａ
の内周面に圧接して、上流側触媒収容部２２内にて支持されている。すなわち、支持部材
５３の胴部５３ｃは、上流側の端部５３ａ及び下流側の端部５３ｂから側方に広がってい
る。そのため、支持部材５３は排気ガスの流通方向に弾性的に伸長可能となっている。上
流側触媒収容部２２の胴部２２ａの内周面と、支持部材５３の胴部５３ｃの外周面はとも
に断面円形である。支持部材５３は第１の壁部材２２ｍと第２の壁部材２２ｎに挟み込ま
れると、支持部材５３の下流側の端部５３ｂが上流側触媒５０に接合されていないために
下流側に伸長し、その胴部５３ｃは全外周にわたって第１の壁部材２２ｍと第２の壁部材
２２ｎの内周面に圧接される。
【００４０】
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  第１の壁部材２２ｍの胴部２２ａには楕円形の貫通孔２２ｉが設けられている。そして
、該貫通孔２２ｉの縁部と支持部材５３の胴部５３ｃの外周面とが溶接接合されて、支持
部材５３が上流側触媒収容部２２の内側にて固着されている。
【００４１】
  以上説明したように、本実施形態では、上流側触媒収容部２２の内側に気体の流通を抑
制する壁部材の接合部が突出しておらず、また二次空気供給管５２が上流側触媒５０の近
傍に接続されている。そのため、二次空気の逆流が生じ、上流側触媒５０においても酸化
作用が行われ、下流側触媒５１での酸化作用を補助するようになっている。そして、下流
側触媒５１が内燃機関１５ａから離れた位置に配置されている場合であっても、エンジン
１５の排気ガスの浄化機能の低下が抑制されている。
【００４２】
  なお、本考案は上記実施形態に限られるものではなく、種々の変形が可能である。例え
ば、上記実施形態では、上流側触媒収容部２２は、一体形成される第１の壁部材２２ｍと
第２の壁部材２２ｎとから構成されているが、上流側触媒収容部２２が単一部材から構成
されるようにしてもよい。また、上流側触媒収容部２２が３つ以上の壁部材から構成され
るようにして、各壁部材の接合縁が排気ガスの流通方向と平行になるようにしてもよい。
【００４３】
  また、上記実施形態では、排気管２０内に上流側触媒５０と下流側触媒５１の２つの触
媒を配置したが、触媒の数はこれに限られず、３つ以上の触媒を排気管内に収容して、そ
れらの触媒のうちいずれか２つを上流側触媒及び下流側触媒として選択するようにして、
上流側触媒の下流側に二次空気供給管を接続するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本考案の一実施形態による排気ガス浄化機能を有するエンジンを搭載した自動二
輪車の側面図である。
【図２】本考案の上記自動二輪車の正面図である。
【図３】排気ガス浄化機能を有する装置の斜視図である。
【図４】上記上流側触媒収容部の平面図である。
【図５】図４のV－V線断面図である。
【符号の説明】
【００４５】
  １  自動二輪車、３  車体フレーム、４  ピボット軸、５  フロントフォーク、６  車
体カバー、７  グリップ、８  レッグシールド、９  ハンドル、１０  フロントフェンダ
、１１  前車輪、１２  ラジエータ、１３  シート、１５  エンジン、１７  リヤアーム
、１８  リヤサスペンション、１９  後車輪、２０  排気管、２１  第１配管部、２２  
上流側触媒収容部、２２ｍ  第１の壁部材、２２ｎ  第２の壁部材、２３  配管部、２５
  下流側触媒収容部、３０  消音器、３１  第１隔壁、３２  第２隔壁、３３  配管、３
４  配管、３５  テールパイプ、３７  １次膨張室、３８  ２次膨張室、３９  ３次膨張
室、５０  上流側触媒、５１  下流側触媒、５２  二次空気供給管、５３  支持部材、５
６  リードバルブアッシ、６０  排気ガス浄化装置、６３  配管、６５  レゾネータ、６
７  スロットルボディ。
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